
ＮＯＳＡＩ制度70周年
キャッチフレーズを募集します！
ＮＯＳＡＩ制度は平成29年12月で70周年を迎えます。農業・
農村の将来に向けて一層の機能発揮を目指し、ＮＯＳＡＩを広
くアピールするキャッチフレーズを公募します。

お問い
合わせ

全国農業共済協会「70周年キャッチフレーズ」募集係
〒102-8411 東京都千代田区一番町19番地
TEL.03-3263-6413

※詳しくは、全国農業共済協会のホームページをご覧ください。
検索ＮＯＳＡＩ全国

発行／広島県農業共済組合
発行月／平成29年1月

広島市東区光町一丁目２番23号
TEL 082-262-4711　FAX 082-262-5155
URL   http://www.nosai-hiroshima.or.jp
E-mail   nosai34@nosai-hiroshima.or.jp

★
厚
子
さ
ん
へ

　い
つ
も
支
え
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。
お
互
い
健
康
に
気
を
付
け

て
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
。

★
義
憲
さ
ん
へ

　毎
日
の
作
業
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
無
理
せ
ず
好
き
な
農
業

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

水
稲 

17.6
ア
ー
ル
　果
樹 

6
ア
ー
ル

花
き・野
菜 

10.7
ア
ー
ル

栽
培
面
積

特
集

本　所
広島支所
　廿日市出張所
北広島支所

082-262-4711
082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107

名　　称 電話番号

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
三次支所

082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0824-66-3111

名　　称 電話番号NOSAI広島への
お問い合わせ・ご連絡先

●毎週水曜日発行 年間購読料 4,680円

農業共済新聞でご好評いただいた「もっとお
いしく干し野菜」（右）と「体にうれしい野菜の
話」のハンドブックを、新たに購
読申し込みいただいた方または
すでに購読い
ただいている
方で、ご希望者
に進呈します。

購読者様へプレゼント

※数に限りがございます

大
雪
と
強
風
に

備
え
て

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

江
田
島
市
沖
美
町
　損
害
評
価
会
支
所
委
員

里
岡 

義
憲
さ
ん
（
79
）

　
　

 

厚
子
さ
ん
（
76
）

さ
と
お
か

よ
し
の
り

あ
つ

こ

表
紙
写
真
紹
介

表
紙
写
真
紹
介
（
中
央
上
）庄
原
市
の
地
子
給
冴
和
ち
ゃ
ん（
９
）、結
丸
く
ん（
４
）、環
佑

く
ん（
２
）。元
気
い
っ
ぱ
い
の
弟
た
ち
と
し
っ
か
り
者
の
お
姉

ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も
仲
良
し
で
す
。

（
中
央
下
）世
羅
郡
世
羅
町
の
水
野
誠
さ
ん（
35
）は
、キ
ャ
ベ
ツ
４
㌶
、水

稲
10
㌶
な
ど
を
栽
培
。効
率
化
を
第
一
に
考
え
て
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。「
し
っ
か
り
い
い
も
の
を
出
し
て
世
羅
高

原
キ
ャ
ベ
ツ
と
し
て
売
り
出
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

じ
し
き
ゅ
う
さ
わ

ゆ
い

か
ん
す
け

ま
る
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特
集

大
雪
と
強
風
に

備
え
て

ひろしま
のうさい

安心と
信頼を届

けるコミュニケーション紙
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園
芸
施
設
共
済
ご
加
入
の
組
合
員
さ
ま

被
害
が
発
生
し
た
ら
速
や
か
に
連
絡
を
！

　事
故
通
知
が
遅
れ
た
場
合
、共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。被
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、被
害
の
内
容
を
速
や
か
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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タイバー

妻 面 間 口

水平ばり

アーチスパン

地盤面

筋交い

側 面

屋根面

強風前には補強資材で妻面
を補強する
※写真はアーチ構造の骨材をハウス
　の内側に組み入れて補強しています

降雪により谷樋な
ど荷重が集中する
部分を補強する

施設や排水路を
点検し、周辺を
片付ける

基礎が腐食している場
合は、パイプの交換や
補強資材で補強する

ビニールの破れや損
傷部分があれば補修
テープなどで補修する

筋交いの留め具や被
覆材に緩みがないか
点検する

雪の重みで屋根が陥没し被害を受
けた農作物

大雪で陥没したハウス強風で被覆材が破れ、
本体が変形したハウス

連棟の場合

特 集

大
雪
と
強
風
に
備
え
て

大
雪
と
強
風
に
備
え
て

　
冬
は
大
雪
や
強
風
に
よ
る
ハ
ウ
ス
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
る
季
節
で
す
。
昨
年
の
１
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
県
北
部
を
中
心
に
大
雪
と
な
り
、
パ
イ
プ
や
被
覆
材
が
損
傷
し
、
倒

壊
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
春
一
番
な
ど
の
強
風
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
災
害
に
備
え
て
園
芸
施
設
の
被
害

防
止
対
策
や
点
検
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

損
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
て
損
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

定期的にメンテナンスを！ ハウス共通の点検箇所です。日頃からメンテナンスし、
自然災害に備えましょう。

ハウスの被害に備えて、園芸施設共済へのご加入をおすすめします

園芸施設共済についてのお問い合わせは、各支所等へご連絡ください

①
加
入
で
き
る
も
の

　特
定
園
芸
施
設

設
置
面
積
の
合
計
が
２
㌃
（
ガ
ラ

ス
室
は
1
㌃
）
以
上
で
あ
り
、
１

㌃
当
た
り
の
再
建
築
価
額
３
万
円

以
上
の
ハ
ウ
ス

（
ガ
ラ
ス
室
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
、
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
野
菜
、
花
き
な

ど
の
農
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
の

ハ
ウ
ス
）

　附
帯
施
設

暖
房
施
設
、
カ
ー
テ
ン
装
置
な
ど

　
施
設
内
農
作
物

野
菜
や
花
き
な
ど
の
農
作
物

（
育
苗
中
の
も
の
は
除
く
）

　撤
去
費
用

一
定
規
模
の
被
害
を
受
け
た
施
設

の
解
体
や
廃
材
の
撤
去
・
処
分
に

掛
か
る
経
費
を
補
償

　復
旧
費
用

被
害
を
受
け
た
本
体
お
よ
び
附
帯

施
設
に
つ
い
て
、
復
旧
に
掛
か
る

人
件
費
・
材
料
費
な
ど
の
経
費
を

補
償

②
補
償
対
象
と
な
る
災
害
（
共
済

　

 

事
故
）

　
風
水
害
、
雪
害
、
ひ
ょ
う
害
な

ど
の
自
然
災
害
、
火
災
、
破
裂
、

爆
発
、
車
両
の
衝
突
、
病
虫
害
、

鳥
獣
害
な
ど
幅
広
い
災
害
を
補
償

し
ま
す
。

③
補
償
期
間
（
責
任
期
間
）

　
掛
金
を
払
い
込
ん
だ
日
の
翌
日

か
ら
１
年
間
で
す
（
た
だ
し
、
被

覆
期
間
が
周
年
で
な
い
も
の
は
４

カ
月
以
上
１
年
未
満
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）
。

④
補
償
金
額
（
共
済
金
額
）

　
共
済
金
額
と
は
、
被
害
が
あ
っ

た
と
き
に
補
償
さ
れ
る
最
高
限
度

額
で
す
。
ハ
ウ
ス
本
体
の
時
価
額

な
ど
の
５
割
〜
８
割
の
範
囲
内
で

選
択
で
き
ま
す
。

⑤
共
済
掛
金

農
家
負
担
掛
金

共
済
金
額

掛
金
率

= × × × 212カ月
補償期間 1

※別途、賦課金が加算されます。

※掛金の１/２を国が負担します。
　（復旧費用部分の掛金は全額農家の負担となります）

雪害対策のポイント雪害対策のポイント強風対策のポイント強風対策のポイント
降
雪
前

●被覆材の表面に、雪の滑落を妨げるような突出物を
　なくす。
●中柱を立てるなど応急的に補強する。
●暖房機がある場合は作動させ、融雪対策を行う。

降
雪
後

●安全を確認したら、本体各部や被覆材の緩みがない
　か点検する。
●次回の降雪に備えて除雪する。安全確保のため、
　複数人で作業する。

強
風
前

強
風
後

降雪中、降雪後は倒壊の恐れがあるのでハウス内に入らな
いようにしましょう。!

●ハウスを点検し、周辺の飛来物となり得る物は片付けておく。
●筋交いや支柱を設置して補強する。
●台風のような強風が予想される場合は、事前に押さえひもなどで
固定し、妻面の補強等の防風対策を行う。

●速やかに点検を行い、補修や修理が必要な場合は適切に処理する。
●内部や周辺が冠水している場合は、できる限り速やかに排水する。



05 04

N
O
S
A
I
事
業
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
先
は

最
終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
機
具
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

快
適
な
農
作
業

削
蹄
助
成
金
交
付
申
請
の

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　
家
畜
共
済
加
入
組
合
員
を
対
象
と
し
た

削
蹄
助
成
金
の
交
付
申
請
で
す
。

　
削
蹄
実
施
証
明
書
、
も
し
く
は
削
蹄
経

費
支
払
領
収
書
の
写
し
を
添
付
し
た
交
付
申

請
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

　
家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生
な

ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
通
知
が
な
い
場

合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
、
異
動
が
生
じ

た
牛
お
よ
び
死
亡
牛
の
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
て

　
農
機
具
の
事
故
は
接
触
・
墜
落
な
ど
ほ

と
ん
ど
が
稼
働
中
で
す
。
ま
た
、
盗
難
な

ど
の
思
わ
ぬ
損
害
に
備
え
て
、
農
機
具
損

害
共
済
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
稼
働
中
の
事
故
を
補
償
す
る
総
合
共
済

へ
の
ご
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
近
年
、
高
性
能
に
な
っ
て
い
る
農
機
具
で

す
が
、
日
頃
の
管
理
が
不
十
分
で
は
、
思
わ

ぬ
事
故
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

古
い
農
機
具
や
摩
耗
し
た
部
分
ほ
ど
安
全
性

が
劣
り
、
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
日
々

の
点
検
・
整
備
を
行
い
、
安
全
で
快
適
な
農

作
業
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

2017  第11号

農
機
具
共
済

家
畜
共
済

※農機具共通のメンテナンス項目です。
※取り扱い方法やメンテナンス方法、各部の位置や形状、部品などはメーカーや機種に

よって変わってきますので、取扱説明書に従って行うようにしてください。

※臨時費用担保特約…災害共済金の10％をプラスして支払います。

農機具損害共済の内容と１年間の掛金
（臨時費用担保特約付※で共済金額100万円当たり）

共済種類

火災共済

補償内容 共済掛金

1,910円
格納中に起きた火災や自然災害（地震・
噴火・津波を除く）、盗難などの事故を
補償

総合共済 4,500円
火災共済に加えて、稼働中の事故を補償
（稼働中の事故は免責があります。また、農作業以外の
使用目的による事故は対象となりません）

操作・走行部操作・走行部
●各部に注油またはグリスを注入し、チェーン

などへはサビ止めのオイルを注す
●ガソリンエンジンは燃料を空にして燃料コッ

クを閉める。ディーゼルエンジンは燃料を満
タンにして燃料コックは開けておく

●クラッチペダルをロックする
●キャタピラーはゴムの消耗具合を確認する
　（タイヤは空気圧を確認する）

【
申
請
期
限
】
平
成
29
年
2
月
28
日

エンジン部エンジン部
●エンジンオイル、ミッションオイ

ルの量と色を確認して交換する
●冷却水量およびファンベルトの

張り具合を確認する
●エアクリーナーを掃除する
●長期間使用しない場合は、バッテ

リー上がりを防ぐため、マイナス
の端子を外す

こぎ胴部こぎ胴部
（コンバインや
ハーベスタなど）
●もみなどが残らないよ

うに掃除し、摩耗・破損
がないか確認する

平
成
28
年
産
水
稲
の

共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

　
被
害
申
告
を
さ
れ
た
県
内
４
６
２
４
筆

の
損
害
評
価
を
実
施
し
、
12
月
９
日
に
開

催
し
た
損
害
評
価
会
の
承
認
を
得
て
、
12

月
20
日
に
対
象
組
合
員
１
４
５
４
戸
へ
共

済
金
１
億
１
９
５
０
万
３
４
６
７
円
を
お

支
払
い
し
ま
し
た
。

　
本
年
産
の
水
稲
の
被
害
状
況
は
、
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
に
よ
る
食
害
や
踏
み
倒
し
が

県
内
全
域
で
発
生
し
、
被
害
の
約
６
割
を

占
め
ま
し
た
。

　
福
山
地
区

等
で
は
、
梅

雨
時
期
の
局

所
的
な
豪
雨

に
よ
る
土
砂

流
入
等
の
水

害
が
発
生

し
、
９
月
以 農

作
物
共
済

降
は
長
雨
や
台
風
に
よ
る
倒
伏
で
県
内
各

地
に
登
熟
低
下
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
温
多
雨
の
影
響
で
、
い
も
ち

病
の
発
生
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

※
被
害
申
告
さ
れ
た
全
て
の
組
合
員
の
皆

さ
ま
へ
、
「
損
害
評
価
結
果
に
つ
い

て
」
を
通
知
し
ま
し
た
。

水
稲
共
済
細
目
書
異
動

申
告
票
に
つ
い
て

　
２
月
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
お
届
け
し

ま
す
「
平
成
29
年
産
　
水
稲
共
済
細
目
書
異

動
申
告
票
」
（
営
農
計
画
書
）
に
今
年
の
作

付
け
計
画
等
を
ご
記
入
の
上
、
取
り
ま
と
め

先
へ
期
限
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
提
出
後
に
水
稲
作
付
面
積
の
増
減
や
経
営

移
譲
に
よ
る
加
入
者
の
変
更
な
ど
が
あ
る
場

合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
飼
料
用
米
等
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
産
か
ら
飼
料
用
米
等
の
多
収

性
専
用
品
種
が
引
受
の
対
象
と
な
り
、
加

入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
W
C
S
用
稲
は
引
受
の
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

戸数

筆数

面積

35,722

214,146

2,340,143

48,522,116

戸

筆

ａ

円

戸数

筆数

面積

1,454

3,747

39,864

119,503,467

4.1％

1.7％

1.7％

戸

筆

ａ

円

平成28年産 農作物共済（水稲）引受・支払状況

引受状況
①

支払状況 被害率
②

②÷①
×100

平成28年産 農作物共済（水稲）
災害別被害面積割合

獣害
63.2％

風水害
20.6％

病害
13.2％

鳥害
0.8％

干害・虫害
2.2％

被害面積
割合

組合員
負担掛金

支払
共済金

※
作
況
指
数
…
10
㌃
当
た
り
平
年
収
量
に
対
す
る
10
㌃

　
当
た
り
予
想
収
量
の
比
率
で
す
。

　申
請
の
あ
っ
た
8
3
4
件
に
つ
い
て
、
総
額

1
8
9
1
万
9
5
2
0
円
を
12
月
に
お
支
払
い

し
ま
し
た
。
対
象
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
振

込
通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

農
作
物
共
済
加
入
者
対
象

損
害
防
止
事
業
助
成
金
を

支
払
い
ま
し
た

平成28年産水稲の作柄表示地帯別10a当たり収量および作況指数
（農林水産省 中国四国農政局広島支局より平成28年12月2日発表）

◎作況指数
102～105　 「やや良」

99～101 「平年並み」

広島県
北部

530㎏
（作況指数 102）

531㎏
（作況指数 102）

南部
534㎏

（作況指数 102）

土砂流入による被害を受けた水田
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春
菊
の

お
ろ
し
和
え

　
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
む
栄

養
豊
か
な
緑
黄
色
野
菜
で
す
。
β

－
カ
ロ

テ
ン
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
よ
り
も
多
く
、

カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
、
C
を
多
く
含
み
ま
す
。
原
産
地
は
地

中
海
沿
岸
と
い
わ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

観
賞
用
と
し
て
栽
培
。
日
本
に
は
室
町
時

代
に
伝
わ
り
江
戸
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
旬
は
11
月
か
ら
3
月
で
、
春
に
花
を
付

け
キ
ク
に
似
た
独
特
の
香
り
を
持
つ
こ
と

か
ら
「
春
菊
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
形
も
キ
ク
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

「
菊
菜
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

春菊
シメジ
ダイコン
かにかま
ゆずポン酢

1/2把（100g）
1/4パック

3cmくらい（100g）
2本

大さじ1

作り方

春
　
菊

こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

春 

菊
一
口
メ
モ

　
独
特
の
香
り
は
α

ｰ

ペ

ネ
ン
、ぺ
リ
ル
ア
ル
デ
ヒ

ド
な
ど
の
成
分
か
ら
な

り
、食
欲
増
進
、胃
も
た

れ
の
解
消
、消
化
促
進
な

ど
の
働
き
が
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。ゆ
で
す
ぎ
る
と

香
り
が
逃
げ
る
の
で
、

さ
っ
と
ゆ
で
ま
す
。

　
サ
ラ
ダ
と
し
て
生
で
も

食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

上
田 
幸
枝
さ
ん
（
86
）

安
芸
高
田
市
吉
田
町

旬
の
野
菜
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

「種をまいて、芽が出てくる瞬間が楽しみですね」と上田さん

う
え

だ

ゆ
き

え

　
１５
年
ほ
ど
前
か
ら
４
㌃
の
ハ
ウ
ス
で
春
菊
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。苗
を
育
て
て
本
葉
が
出
た
ら
移
植
し
ま
す
。収
穫
は
１０
月

か
ら
２
月
頃
ま
で
で
す
。

　
今
は
息
子
夫
婦
と
一
緒
に
近
く
の
産
直
市
へ
出
荷
し
て
い
ま

す
。新
鮮
な
地
元
の
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。生
で
も
や
わ
ら
か
く
て
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
よ
。

❶ 春菊は、ゆでて２ｃｍに切り水気
をきる。かにかまはほぐす。シメ
ジは石づきを取りゆでる。

❷ダイコンをおろして、春菊とかに
かま、シメジを和える。

❸ 器に盛り、ゆずポン酢をかける。
＊ゆずポン酢は春菊の色を退色さ

せてしまうので、器に盛ってかけ
ましょう。

　酢の味やゆずの香りで減塩でき
るので、一度にかけず少しかけて
味をみましょう。

任期満了に伴い 総代選挙 を行います任期満了に伴い 総代選挙 を行います
今
回
の
食
材 　広島県農業共済組合の総代の任期満了に伴い、総代選挙を実施いたします。組合の総代改選の日程およ

び選挙区、定員などは次のとおりです。

●
総
代
の
役
割

　
総
代
は
組
合
員
の
代
表
で
す
。
組
合
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
総
代

会
で
、
定
款
の
変
更
、
事
業
計
画
の
設
定
や
予
算
の
承
認
な
ど
組
合
運

営
の
方
針
を
決
め
ま
す
。

●
総
代
の
候
補
者
お
よ
び
推
薦
人

　
組
合
員
で
あ
れ
ば
、
総
代
の
候
補
者
ま
た
は
候
補
者
の
推
薦
人
に
な

れ
ま
す
。

●
選
挙
の
方
法

　
総
代
に
立
候
補
す
る
立
候
補
制
と
推
薦
に
よ
り
候
補
者
と
な
る
候
補

者
推
薦
制
が
あ
り
ま
す
。
各
選
挙
区
で
候
補
者
が
定
員
以
内
で
あ
る
と

き
は
、
投
票
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
各
選
挙
区
の
定
員
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

●
任
期

　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
3
年
間

総代改選の日程

選挙通知（組合員）

選挙公告（立候補・推薦届受付開始）

立候補・推薦届受付締切

立候補・推薦候補者公告

総代選挙日

当選人公告

総代就任

1月中旬～

2月23日

2月27日

2月28日

3月2日

3月7日

4月1日

総代の選挙区および定員 （単位：人）

選挙区 定員

広島支所

8

8

11

13

5

5

7

4

4

4

4

北広島支所

広島市中区・南区・西区・東区・安芸区
安芸郡府中町・海田町・熊野町・坂町

広島市安佐南区・安佐北区

広島市佐伯区、大竹市、廿日市市

安芸高田市

山県郡安芸太田町・北広島町

東広島支所

合計 153

東広島市西条地区・八本松地区

東広島市志和地区・高屋地区

東広島市福富町・豊栄町・河内地区・黒瀬地区

竹原市、東広島市安芸津町、豊田郡大崎上島町

呉市（音戸町・倉橋町除く）

江田島市、呉市音戸町・倉橋町

選挙区 定員

世羅支所
4

5

7

4

10

8

4

7

9

7

7

8

三原市三原地区・本郷地区

三原市久井町・大和町

尾道市

府中市

世羅郡世羅町

三次支所
三次市（吉舎町・三良坂町・三和町・甲奴町除く）

三次市吉舎町・三良坂町・三和町・甲奴町

庄原市（西城町・東城町・口和町・高野町・比和町除く）

庄原市西城町・東城町・口和町・高野町・比和町

福山支所
福山市（内海町・沼隈町・神辺町・新市町除く）

福山市内海町・沼隈町・神辺町・新市町

神石郡神石高原町



　
「
私
自
身
も
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
た
く
て
」
と
話
す
、
福
山
市

神
辺
町
の
松
岡
和
子
さ
ん
（
68
）
。
農

薬
や
化
学
肥
料
を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず

に
、
水
稲
約
１
㌶
、
大
豆
13
㌃
の
ほ

か
、
年
間
を
通
し
て
野
菜
約
40
種
類
、

果
樹
30
種
類
以
上
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
幼
い
頃
か
ら
祖
父
の
農
作
業
に
つ

い
て
行
き
、
農
業
と
共
に
育
っ
て
き
ま

し
た
。

　
松
岡
さ
ん
は
、
成
長
す
る
稲
や
果
物

　豆
菓
子
メ
ー
カ
ー
で
主
に
商
品
開

発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
2
年
前
、

休
耕
地
を
開
墾
し
て
落
花
生
な
ど
を

栽
培
。
農
地
を
守
り
、
作
物
を
作
り

続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ

ま
し
た
。
い
つ
か
地
元
産
の
豆
を

使
っ
た
新
商
品
を
作
り
た
い
で
す
。

　以
前
、
旅
行
先
で
出
会
っ
た
フ
ラ

ン
ス
人
農
家
の
話
を
聞
い
て
、
働
き

方
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。
日
本
で

も
農
家
の
方
が
働
き
や
す
い
環
境
や

制
度
が
整
え
ば
、
農
業
に
従
事
す
る

人
が
増
え
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

に
優
し
く
声
を
か
け
「
環
境
を

破
壊
す
る
こ
と
な
く
暮
ら
し
た

い
と
い
う
思
い
で
、
Ｅ
Ｍ
菌

（
有
用
微
生
物
群
）
を
用
い
て

い
る
」
と
農
業
に
愛
情
を
込
め

て
い
ま
す
。

　
朝
取
り
し
た
農
産
物
を
、
地

元
の
ふ
れ
あ
い
市
や
農
薬
を
使

わ
ず
に
栽
培
し
た
野
菜
の
生
産

流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
愛
菜

連
」
に
出
荷
。
愛
菜
連
の
寺
岡

徳
尚
代
表
は
「
松
岡
さ
ん
は
自

分
が
食
べ
て
お
い
し
く
、
安
心

な
も
の
を
求
め
て
栽
培
し
て
い
る
の
で

信
頼
で
き
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
松

岡
さ
ん
が
作
る
農
産
物
の
フ
ァ
ン
も
多

く
、
個
人
へ
の
直
接
販
売
や
来
年
の
予

約
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
松
岡
さ
ん
は
「
微
生
物
で
自
分
の
田

ん
ぼ
の
水
が
き
れ
い
に
な
り
、
そ
の
水

が
流
れ
た
川
や
瀬
戸
内
海
を
き
れ
い
に

し
て
海
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
、
そ
ん
な

蘇
生
型
の
農
業
が
理
想
」
と
思
い
を
膨

ら
ま
せ
ま
す
。

09 08

地域の話題地域の話題

愛
情
を
込
め
て

環
境
に
も
優
し
い
農
業

「これからも愛のある農業を続けていきます」と松岡さん

福山市

　
「
堅
実
に
着
実
に
や
る
の
が
僕
の
や

り
方
で
す
」
と
話
す
東
広
島
市
西
条
町

の
六
日
市
博
さ
ん
（
45
）
は
、
就
農
し

て
15
年
目
。
ハ
ウ
ス
20
㌃
で
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
を
栽
培
し
、
多
い
と
き
に
は
一

日
１
５
０
０
本
、
年
間
で
は
10
万
本
を

出
荷
し
て
い
ま
す
。
5
年
前
に
イ
チ
ゴ

を
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
に
替
え
、
周
囲
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
技
術
を
磨

き
ま
す
。

　
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
は
一
本
の
茎
に
3
、
4
個
の
花
が
つ

き
、
茎
の
高
さ
が
そ
ろ
っ
た
も
の
ほ
ど

商
品
価
値
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
安
定
し
て
良
い
品
質
に
育
て
る
の

は
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
特

別
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
が
、
温
度
、

水
管
理
、
予
防
な
ど
栽
培
に
関
し
て
は

基
本
に
忠
実
に
し
て
い
る
」
と
初
心
を

忘
れ
ま
せ
ん
。

　
30
歳
の
時
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め

て
実
家
の
水
田
を
改
修
し
、
農
業
を
始

め
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
り
組
み

な
が
ら
東
広
島
市
園
芸
セ
ン
タ
ー
で
１

年
間
研
修
を
受
け
、
農

業
の
基
本
を
勉
強
。
イ

チ
ゴ
の
価
格
が
低
下
す

る
中
で
、
同
市
の
乾
燥

し
や
す
い
盆
地
特
有
の

気
候
に
適
し
た
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
へ
転
向
し
ま

し
た
。

　
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の

研
修
を
受
け
た
広
島
県

立
総
合
技
術
研
究
所
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
栽
培

技
術
研
究
部
の
福
島
啓

吾
主
任
研
究
員
（
44
）

と
は
今
で
も
交
流
が
あ

り
ま
す
。
「
何
か
困
っ
た
こ
と
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
相
談
す

る
」
と
六
日
市
さ
ん
。
播
種
・
定
植
・

収
穫
が
重
な
り
最
も
忙
し
く
な
る
６
月

を
考
慮
し
て
１
年
の
作
型
を
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。
福
島
研
究
員
は
「
六
日
市

さ
ん
と
は
、
年
が
近
い
こ
と
も
あ
り
何

で
も
話
せ
る
間
柄
。
タ
フ
な
性
格
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
年
間
を
通
し
て
出
荷
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

期
待
を
込
め
て
話
し
ま
す
。

　
真
冬
は
暖
房
費
が
か
か
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
出
荷
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
こ
の
冬
に
初
め
て
花
を
咲
か
せ
出
荷

し
ま
す
。
「
暖
房
費
を
費
や
し
て
も
、
そ

れ
に
見
合
う
価
値
が
あ
る
良
い
花
を
安
定

し
て
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
六
日
市
さ

ん
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

基
本
を
大
切
に

挑
戦
を
続
け
る

東広島市

　
集
落
の
風
景
を
維
持
し
よ
う
と
、
三

次
市
の
作
木
町
自
治
連
合
会
は
、
築

3
0
0
年
以
上
の
旧
庄
屋
屋
敷
「
殿
敷
」

を
管
理
し
て
い
ま
す
。
同
町
で
最
も
古

い
民
家
で
あ
り
、
か
や
ぶ
き
屋
根
を
虫

や
湿
気
か
ら
守
る
た
め
、
ス
ギ
の
葉
を

燃
や
し
て
建
物
内
に
煙
を
充
満
さ
せ
る

「
い
ぶ
し
作
業
」
を
年
3
回
行
っ
て
い

ま
す
。

　
授
業
の
一
環
で
訪
れ
る
地
元
小
中
学

生
や
、
三
次
市
内
を
中
心
に
募
集
し
た

参
加
者
（
平
均
参
加
人
数
40
人
）
と
作

業
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
事
務
局
長

の
亀
崎
美
紀
さ
ん
（
51
）
は
「
作
業
後

は
、
地
元
産
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
と

豚
汁
を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」
と
地
域
の
輪
が
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
殿
敷
は
岡
三
渕
地
区
の
交
流
施
設
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
高
齢
化

に
よ
り
同
地
区
で
は
管
理
が
難
し
く
な

り
、
8
年
前
に
同
連
合
会
が
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。
「
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
、

地
元
の
愛
着
も
あ
る
の
で
活
用
し
た

い
」
と
、
農
村
文
化
を
伝
え
る
地
域
交

流
の
場
と
し
て
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
高
岡
正
行
さ
ん
（
86
）
は

「
昭
和
30
年
代
ま
で
は
こ
う
い
っ
た
造

り
の
家
が
多
く
あ
っ
た
。
み
ん
な
が
集

ま
る
場
所
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
」
と
話
し
ま
す
。
殿
敷
は
予
約
す
れ

ば
利
用
で
き
、
イ
ベ
ン
ト
や
同
窓
会
な

ど
の
場
と
し
て
人
気
だ
と
い
い
ま
す
。

い
ぶ
し
作
業
で

地
域
交
流

三次市

中
藪 

恭
子
さ
ん
（
23
）

な
か
や
ぶ

や
す

こ

廿
日
市
市

トルコギキョウの管理をする六日市さん

2017  第11号

参加者が協力していぶし作業を行う

いぶした煙がかやぶき屋根を
抜けて立ち上る

あ
い

と
の
し
き

れ
ん

さ
い
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●
母
の
実
家
は
熊
野
で
す
。
幼
い

頃
、
祖
父
母
の
家
に
行
く
と
巻

い
た
筆
の
先
が
並
べ
て
干
し
て

あ
っ
た
の
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
し
た
。

広
島
市
　
Ｏ
さ
ん
（
71
）

●
役
立
つ
こ
と
が
多
く
、
始
め
か
ら

終
わ
り
ま
で
読
み
ま
す
。
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
は
最
後
に
残
し
、

楽
し
ん
で
答
え
を
出
し
ま
す
。

安
芸
高
田
市
　
Ｆ
さ
ん
（
64
）

●
生
活
に
密
接
し
た
記
事
が
多

く
、
毎
度
楽
し
み
に
拝
読
し
て

い
ま
す
。

大
崎
上
島
町
　
Ｎ
さ
ん
（
64
）

●
表
紙
写
真
の
4
姉
弟
は
大
変
か

わ
い
ら
し
か
っ
た
で
す
。
家
に

も
4
人
の
ひ
孫
が
い
ま
す
。
と

て
も
か
わ
い
い
で
す
。

府
中
市
　
Ｋ
さ
ん
（
83
）

●
特
集
の
冬
こ
そ
取
り
組
む
獣
害

対
策
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
イ
ノ
シ
シ
に
は
困
っ
て
い

た
の
で
、
早
速
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

福
山
市
　
Ｏ
さ
ん
（
79
）

●
今
回
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
み
た
ら

い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
あ
り
、
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
事
業
の
お
知
ら
せ
」
わ
か

り
や
す
か
っ
た
で
す
。

庄
原
市
　
Ｙ
さ
ん
（
59
）

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ

ん
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①桃の節句でひな壇へ飾る○○餅
②色彩（モノクロの反対）
③冬眠しているかな？
④因島のご当地グルメ
　○○○○バーガー
⑤今シーズン限りで引退を表明した
　カープの○○○博樹選手
⑦お正月のお供えもの
⑧ワインの栓（コ○○）
⑩ジブリ作品「風の谷の○○○○」
⑫首が約270度回る夜行性の鳥

②海の盗賊
④○○○○まんじゅう、押されて泣くな
⑥地方で放送される○○○○番組
⑨どこの国旗でしょうか
　　

⑪音楽を演奏記号や符号などで書き表したもの
⑬バブル時代に流行した若者言葉で今風なこ
とを「○○い」という
⑭タコやイカの吐く黒い液
⑮春夏秋冬を表す二字熟語
⑯ハリウッド映画「七年目の浮気」で主演を務め
た女優　マリリン・○○○―
⑰初夢で見ると２番目に縁起が良いもの
⑱万が○○に備えて農機具共済へ加入

のうさい
タテとヨコのカギをヒントにクロスワードを解いて、二重ワクの文字を組み合わせて答えを探してください。

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

タテのカギ ヨコのカギ

おもて うら

７３２－００５２
広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見・
 ご感想など

応募方法
はがきに答えを書いて送ってください。
●締め切り

平成29年3月17日（金）
（当日の消印有効）
※当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて

いただきます。
※ご意見・ご感想を紙面で紹介させていただく場合

があります。
※はがきの内容は、景品の発送と紙面作り以外の目

的には使用いたしません。

⑩ ⑪ ⑫⑨

⑬ ⑭

⑦ ⑧⑥

②

⑰ ⑱

④ ⑤

③

読
者
の
声

⑯

52
円

前回の答え ※ご応募いただいた492通のはがきの中から厳正な
抽選を行い、30名の方に景品をお届けしました。シュウカク

因島発祥のハッサクを使用し、果実の風味が生かされ
た独特の酸味とほろ苦さを味わえる、甘さ控えめの
マーマレードです。

ＪＡ尾道市 はっさくゼリーセンターの
「はっさくマーマレード」（３個入り）

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

10

広
告
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山頂のテレビ塔から四国方面を望む
（正面奥は生口島）

今回のプレゼント
大浜PA

因島南IC

生口島北IC

因
島

生
口
島

向
島

し
ま
な
み
海
道

生口橋

土
生
港

●因島商工会議所

●因島　　　　　
　郵便局

因島北IC

因
島
水
軍
城

因
島
水
軍
城

鮮
魚 

一
色
商
店

鮮
魚 

一
色
商
店

因島大橋因島大橋

因島公園因島公園

●土生商店街

土生商店街 拡大図

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の「
ノ
ー
サ
イ
く
ん
」

が
、名
所
や
地
域
な
ら
で

は
の
料
理
、学
べ
る
場
を

訪
ね
て
県
内
を
散
策
。

今
回
は
、尾
道
市
の
因
島

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

因島公園因島公園
い ん の し まい ん の し ま こ うこ う え んえ ん

因島大橋因島大橋
（全長1,270ｍ）（全長1,270ｍ）

い ん の し まい ん の し ま お おお お は しは し

因  島
編

島
並
み
が

き
れ
い
だ
ね

島
並
み
が

き
れ
い
だ
ね

因島の逸品

おさかなバーガー

鮮魚　一色商店

因島は太刀魚漁が盛んです。鮮魚店を営む
一色商店がご近所の児玉製パン所とコラボし

て、太刀魚のフライと自家製タルタルソースをサンドした
「おさかなバーガー」。毎月24日と土曜日限定で10時30
分から販売しています。
　甘味のあるパンにサクサクのフライとまろやかなタル
タルソースがやみつきになると口コミで広がり、販売開
始30分ほどで売り切れる人気商品です。遠方から訪れる
方でも買えるようにと、電話での予約もできます。

日本遺産に認定された

村上海賊

尾道市因島中庄町3228-2
TEL.0845-24-0936
開館時間／9：30～17：00

（1月2日～3日は10：00～15：00）
休館日／毎週木曜日（祝日を除く）
12月29日～1月1日
観覧料／大人１人310円（210円）
小中学生１人150円（100円）

（かっこ内は30人以上の団体料金）
無料駐車場／50台

おさかなバーガー 300円（税込）
店主の一色伸良さんと妻のいづほさん

村上海賊の船団模型を紹介する
城長の中本いずみさん

南北朝時代から室町・戦国時代を通して活躍した村上水軍
は、海上の航路にのぞむ島々や沿海の要衝に砦を築き「海賊

衆」と呼ばれるようになりました。その後、村上家は能島・来島・因島の３つ
に別れ、因島村上家は中世瀬戸内海の中心にあって11万4千5百石余を
領有した海の大名であり、遣明船の使節達の警護などを行っていました。
　因島水軍城は、因島村上
家が残した武具甲冑類、古
文書など歴史資料を展示し
ている資料館です。隅櫓は

「水軍まつり」の写真パネル
の展示、本丸は展示室として
一般公開されています。

尾道市因島土生町1897-6
TEL.0845-22-0115
営業時間／9：00～18：00
休業日／日曜日　

因島水軍城

　国立公園特別地域に認定され、瀬戸内海のパノラマを楽しめます。園内に
は国民宿舎や展望台、遊具、記念碑などがあり、山頂のテレビ塔には眺望案
内板があります。また、ヤマザクラやツバキ、モミジなど約20種類の苗木が
植えられており、四季折々の自然も楽しめるよう遊歩道が整備されています。

　しまなみ海道で向島と因島を結ぶつり橋です。橋は２層
構造になっており、徒歩や自転車などでも橋の下部を通っ
て渡ることができます。隣接する大浜ＰＡから遊歩道が続
いているので、海上散歩も楽しめます。

日本遺産に認定された
村上海賊の歴史に
触れてください

た ちうお

武
者
姿
で

記
念
撮
影
が

で
き
る
よ
！

武
者
姿
で

記
念
撮
影
が

で
き
る
よ
！

一
度
食
べ
た
ら

や
み
つ
き
に
な
る

お
い
し
さ
！

一
度
食
べ
た
ら

や
み
つ
き
に
な
る

お
い
し
さ
！

かっちゅう

すみやぐら

新鮮な魚介類を
発送できます。

お土産にいかがですか

A B C D

D

①
A

⑮
C B

〒７３２-００５２ 広島市東区光町1-15-21
JR広島駅「新幹線口」徒歩5分　私学事業団直営の公共ホテルです

※特典の対象には組合員のご親族も含みます
※割引には一定の条件があります

詳しくはお問い
合わせください tel.082-262-1124

広 島 県 農 業 共 済 組 合  組 合 員 の 皆 様 へ の 特 典

婚礼料理を婚礼料理を 割引いたします割引いたします%%30  5030  50～～

因島の景色を
楽しもう
因島の景色を
楽しもう



ＮＯＳＡＩ制度70周年
キャッチフレーズを募集します！
ＮＯＳＡＩ制度は平成29年12月で70周年を迎えます。農業・
農村の将来に向けて一層の機能発揮を目指し、ＮＯＳＡＩを広
くアピールするキャッチフレーズを公募します。

お問い
合わせ

全国農業共済協会「70周年キャッチフレーズ」募集係
〒102-8411 東京都千代田区一番町19番地
TEL.03-3263-6413

※詳しくは、全国農業共済協会のホームページをご覧ください。
検索ＮＯＳＡＩ全国

発行／広島県農業共済組合
発行月／平成29年1月

広島市東区光町一丁目２番23号
TEL 082-262-4711　FAX 082-262-5155
URL   http://www.nosai-hiroshima.or.jp
E-mail   nosai34@nosai-hiroshima.or.jp

★
厚
子
さ
ん
へ

　い
つ
も
支
え
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。
お
互
い
健
康
に
気
を
付
け

て
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
。

★
義
憲
さ
ん
へ

　毎
日
の
作
業
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
無
理
せ
ず
好
き
な
農
業

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

水
稲 

17.6
ア
ー
ル
　果
樹 

6
ア
ー
ル

花
き・野
菜 

10.7
ア
ー
ル

栽
培
面
積

特
集

本　所
広島支所
　廿日市出張所
北広島支所

082-262-4711
082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107

名　　称 電話番号

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
三次支所

082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0824-66-3111

名　　称 電話番号NOSAI広島への
お問い合わせ・ご連絡先

●毎週水曜日発行 年間購読料 4,680円

農業共済新聞でご好評いただいた「もっとお
いしく干し野菜」（右）と「体にうれしい野菜の
話」のハンドブックを、新たに購
読申し込みいただいた方または
すでに購読い
ただいている
方で、ご希望者
に進呈します。

購読者様へプレゼント

※数に限りがございます

大
雪
と
強
風
に

備
え
て

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

江
田
島
市
沖
美
町
　損
害
評
価
会
支
所
委
員

里
岡 

義
憲
さ
ん
（
79
）

　
　

 

厚
子
さ
ん
（
76
）

さ
と
お
か

よ
し
の
り

あ
つ

こ

表
紙
写
真
紹
介

表
紙
写
真
紹
介
（
中
央
上
）庄
原
市
の
地
子
給
冴
和
ち
ゃ
ん（
９
）、結
丸
く
ん（
４
）、環
佑

く
ん（
２
）。元
気
い
っ
ぱ
い
の
弟
た
ち
と
し
っ
か
り
者
の
お
姉

ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も
仲
良
し
で
す
。

（
中
央
下
）世
羅
郡
世
羅
町
の
水
野
誠
さ
ん（
35
）は
、キ
ャ
ベ
ツ
４
㌶
、水

稲
10
㌶
な
ど
を
栽
培
。効
率
化
を
第
一
に
考
え
て
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。「
し
っ
か
り
い
い
も
の
を
出
し
て
世
羅
高

原
キ
ャ
ベ
ツ
と
し
て
売
り
出
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

じ
し
き
ゅ
う
さ
わ

ゆ
い

か
ん
す
け

ま
る

2017

第 号11

特
集

大
雪
と
強
風
に

備
え
て

ひろしま
のうさい

安心と
信頼を届

けるコミュニケーション紙

2017

第 号11


